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研　究　発　表　要　旨

^*･ 食:　物　９月26日出第１会場　午前9:30～12 : 00

A 1 コこ／ブり粍質物についてー電子勁微鏡による形態学お悩千究一

^島す学院処短匁　o 興'ﾖ弘れ　広島処原医研　低籐事男

　目的　ゴングは海藻の申でも食用浦の幅が広く，消費量も？りが，その組織や化学成分

<r}存石｡波態につい1はあi り明ら力でな丿。コンブの成分の中でも才6嘔物It 煮riレ;すへの

影^l始れ食味にﾒこきく痢係するいりの一つである。来報で1.3 粘If物り西在塀樗乙分厚，

貯恥　機出かこ同係f %組織落官についで形態学的励力溥明らifにしたら

　和裁　材料は神戸午垂水区舞手の渋で蚕Mした-Zコンアμ－X-yヽ－a. 戸戸^UCm.) の葉牧郡(

業体長/ﾀﾀ0^）と用で帛浅に掟って尤現貳顕用標眼?作製して観祭口笑した。

　玲栗　I) 最ﾀﾄ層の細黙考の表面に＼t, 粍爽腔迫がら分■,･かざinた粕質物が伺層にi わた

って楕奢りっている。
　幻　網目故に屁廷した郡浹雁迷には，妬質物が貯えられてお‰　ト･レイジン肴梁色にぶ

って, 柘質物の充鳶度り迫いが判別ま来る。
　3)　粘液腔迫‘--隣持すt,分沁細胞則　7 ロ･ロ1"ラヌトが退化,レ，ゴ･・ジーづ本が発注し茂。

れ質物t 分娯ず% 徊胞乙しての磯能的分化が見られを。


